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臨床神経学｜2024｜64巻 3号 245

マイクロソフト社の生成 AIによるチャットサービスで
ある Copilotに「臨床神経学に日本語で症例報告を投稿す
るメリットは何ですか？」と質問してみたら，一瞬にして
次のような答えが返ってきました．以下に原文のままコ
ピー &ペーストしますと，
『臨床神経学に日本語で症例報告を投稿するメリットは，
以下のような点があります．－ 日本の神経内科学のリー
ディングジャーナルとして，多くの読者や引用者に症例の
新規知見や臨床的意義を伝えることができます．－ 査読は
教育的で建設的に行われ，若手医師の論文執筆のスキルを
向上させることができます．－ 日々の診療に直接役立つ，
日本語での症例報告を多く掲載しています．図と表を最大
6個も掲載できるので，多くの情報を共有できます．カラー
代も無料です．－ Letters to the Editorを通して，発表され
た症例を討議することができます．他の研究者や臨床医と
の交流やフィードバックを得ることができます．－ 英文投
稿も受け付けています．英文誌への投稿にも役立つ投稿シ
ステムを採用しています．以上のように，臨床神経学に日
本語で症例報告を投稿することは，日本の神経内科学の発
展に貢献するとともに，自身の研究能力やキャリアの向上
にも有益です．ぜひ，挑戦してみてください．』

さらに，このCopilotの答えをDeepLで英訳して，Grammarly

で校正すると立派な英文が返ってきます．凄い時代になっ
てきました．
私が思うに臨床神経学に症例報告を書くことの最大の意
義は，知識の共有・蓄積です．文学や芸術ではありません
ので，シンプルで誰にでも同じように理解できるものほど
良いと思います．私のように文章を書くのが苦手であった
としても，インターネットを駆使して AIに認識され英訳
もできるような平易な文章を書くのは難しくない時代に
なってきました．日本語による表現が上手にできるかどう
かにかかわらず，とりあえず語彙（医学用語）を正確に使
用し，簡潔で論理的に見える文章が書ければ良いのです．
我々の周りにはありとあらゆる情報が溢れています．また，
日本語の使い方に厳しかった過去とは違って，（個人的に
は）気軽に日本語で症例報告を書ける時代になっていると
思います．些細なことでも構いません．新規性があれば，
症例報告が苦手な人でも投稿をトライしてみてください．
脳神経内科が好きな人には，きっと光が見えてくるに違い
ありません．

 （辻野　彰）


